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状態を無視して，同一の栽培管理を行ったことも問題　であったと思われる。

施設果菜　の養分吸収

第2報　土壌の水分管理との関係

畠山　順三＊・藤本　順治＊・加賀屋博行＊

1　ま　え　が　き

施設内における作物の養分吸収は土壌の水分状態に

左右されやすい。そこで養分の保持，吸収に最も効率

的な水分条件を明らかにするため，北東北におけるハ

ウス果菜の主な作目であるキ1ウリ．トマト，マスク

メロンについて，生育段階別に土壌水分条件をかえて，

養分吸収ならびに生育，収量に及ぼす影等を検討した

ので昭和49年，同50年にわたる試験結果を報告する。

2　試　験　方　法

1　供試品種

（1）キュウリ，松のみどり

（2）トマト，′、ウスはまれ

（3）マスクメロン，白南遠

2　試験　区

他1，全生育期間圃2．4区∴鳳2，茎葉形成期pF2．4

果実肥大，収穫期間Ⅰ鱒2．0区．他5，全生育期間】ダ2．0

区。

5　‥耕種概要

川　キュウリ，は毯期2月1日，定植期5月24日，

ベット栽培，坪当り10株

（2）トマト，は桂期2月1日，定植期4月7日，ベ

ット栽培，坪当り10株

（3）マスクメロン，は種期‘月50日，定植期7月22

日，15上客鉢栽培，坪当りd株

4　施肥量

目　キュウリ，a当り封．P205，E20各4．0毎を基

肥に，追肥はⅣ0．92毎．P2050，日クとした。

（2）トマト，a当りが，P205，E20各2．0毎を基肥

に．追肥はN D．85晦，E200．54均とした。

（3）マスクメロン，株当りが．P205各4．6タ㌧】20

5・9タを基肥に，N，E20各5．4才を追肥した。

5　潜水方法

pF設定並びに清水方法は　p押メーターに接続した

自動潜水指令装置による地上パイプ清水とした。日中

は所定のpF値を保ち，夜間の清水（午後4時以降）は

停止した0なおマスクメロンの漕水については株元に

水が飛散しない秋田式受皿漏水等を使用した。またマ

スクメロンは収穫約1週間前から所定の水切操作を各

区共通に行なった。

る　試　験　結　果

1　キュウリ

初期生育から茎長，葉数ともpF2．4区がpF2．0区と

くらべ劣っており，収穫終りではその差が著しかった。

また収穫期に至って押2．4からげ2．0とした鳳2区は

その後の生育がかなり良かったく第1表）。収量は収

穫初期・中期には全期pF20区が著しく勝っていたが，

後期に株づかれが見られ収量が低下した。収穫期に至

ってpF2・Dとした区は後期収量ののびがみられ稔収量

は高かった（第2表）。養分吸収は打，E20が土壌水

分状態により左右されており，生育初期からpF2．0と

した区の吸収が最も良好であった（第1回）。したが

って，生育・養分吸収からみると全期pp2．0に水分管

理を行なうのが良く，またハウスキュウリでは4月か

第1表　キ1ウリ生育

区鳳
定 植 後 52　日 定植後 108 日

茎　 長 菓　 数 菓面横 茎　 長 菓　 数

1

2

　 珊
1
日 22・5

、　　 枚ト 57㌘ ∠7符 枚
巨 5 487

495

48．0

52．0

5 141 0 20．5 5，270 55D 55．0

＊Junz6fIATAKEYAMA，JumjiFuJIMOTO，EirOyukiKA仇はA（秋田県農業試験場）
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第2表　キュウリ収量（タ／秩）

区 他
二 。－㍉1 ≒21 1 勾 2－六。

合　　 計

1 684 75 5 1，528 2，787

2 7 08 75 5 1．797 5，280

5 1，059 79 8 1．084 2，958

第1図　キーウリ着分含量（′／珠）

ら5月まで，すなわち収穫初期から中期にかけての収

量が高い程収益性が大きいので．生育初期からpF2．0

程度の水分状態を与え．板の活着ならびに生育の促進，

養分吸収の増大をはかることが重要と考えられた0

2　　ト　マト

生育は茎長では各区間に大差はなかったが，葉面積

で生育初期からpF2．0とした区は全期pF2．4区とくら

ぺ過繁茂の傾向がみられ，革姿としては劣るものであ

った（第5表）。総収量では全期pF2．0区がやや勝っ

ていたが，第4花房の収穫期間が他区より長びいた。

前期にpF2．4とした区は開花が他区より2日程度早く，

また果実肥大期に至ってpF2．0とした区は肥大が促進

された（第4表）。養分吸収は特に封において終始土

壌水分の多い全期pF2．0区が最も多く吸収されており，

次いで前期pP2．4－後期pF2．0区であった（第2回）。

したがってトマトでは，生育初期にはpF2，4程度の水

第5表　トマト生育

定 植 後 19　日

茎　 長 葉　 数 菓 面 積 茎　 長

em 枚 d （7乃
‘0．5 15．5 2．8 10 1 1 2

‘1．0 1 4．0 2．9 0 0 1 1 0

‘4 ．5 14．0 5，70 0 15 0

第4表　トマト収量（タ／株）

区 鳳
％ ～ 18

1 9・－5 0
圭 一 17 合　 計

1 5 78 1．508 5 05 2 ，58 0

2 42 5 1．508 78 1 2．5 15

5 55 7 1，50 5 9 4 5 2，乃 5

0
月
日

7
2
1

†物駈
第2図　トマト養分含量（タ／株）

分量でも弊害はなく，果実肥大期に至ってpF2．0程度

の渾水を行なうことにより果実肥大が良好であった。

5　　マスク　メ　P　ソ

第5表：ノ‘ロン果実重量・品質

区 鳳 果　 重

果　　　 径

糖　 度

ネ ッ ト

発 現

（太 さ）

果 肉 の

厚 さ
た　 て よ　 こ

1

′ のⅥ （7乃
14．4 5．5

のⅥ

1，7 1 0 15 ．2 1 4．7 4．5

2 1．7 0 5 1 4．9 14．7 14．° 4．5 4．5

5 1，79 5 15．5 15．0 15．5 4．5 4．5

注．ネット発現は最高を5とした5点評価法

生育は茎長・菓面崩ともpp2．4区が初期から抑えら

れ，収橙期に至っても同様な傾向であった。また茎葉

形成期後押2．0としても茎葉生育の回復は顕著ではな

かった。果実は各区とも1，7時以上と良好なものであ

り，特に全期pF2．0とした区が最も大きく，また糖度，

ネタトの発現も優れていた（第5蓑）。養分吸収は他

作物同様特にNにおいで土壌水分条件に左右されやす
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弟る図　メロソ養分含量（タ／株）

く．全期pF2．0区は約7g／株で多くより明らかに多か

った（第5回）。したがってメロンはキュウリ同様生

育初期からp72．0程度の土壌水分状態で管理すること

により，生育の促進，養分吸収の増大をはかり，高品

質，高収量を得ることができた。

以上の結果，キュウリ．トマト，マスクメロソの5

作目とも，日中は土壌水分較差の小さい状態での管理

が望ましく，メロソ，キュウリでは全生育期間を通じ

pF2・0，トマトでは特に果実肥大期以降の水分条件を

押2．0に保っことにより，最も効率的な着分吸収が行

なわれた。

施設園芸の施肥技術向上に関する試験

第1報　電導度利用による野菜の施肥確立

千　葉　準　三＊・大　内　　勇＊

1　ま　え　が　き

施設栽培では降雨を遮断しているから，露地栽培の

ように雨により肥料が土壌から流亡損失することはほ

とんどない。このため連作を続けていくと次第に残留

肥料（塩類）が集債して濃度障害．生理障害をおこす

ことが極めて多い。

このため施設栽培においては，まず土壌電導度（E・Cl

を測定し，この値から土壊窒素量（yH4－Ⅳ，NO3－が）

を推測し，濃度障害の発生率度を予察したり，さらに

施肥窒素量算出の基礎にしようとする試みがなされて

いる。

本線では施設栽培における施肥合理化をはかる目的

をもってE・Cと土壌中の無綴態窒素との関係について

検討したものを報告する。

2　試　験　方　法

1供試土壌　県内の主要施設野東の生産地帯で土

壌タイプの異なる土壌5点と園試野菜圃場の4種類を

選んだ0土壌はいずれも作土（0－15（Ⅶ）を採取し，

飾別後試験に供した。

2　試験規模　径15（Ⅶ黒色ポリボブト

5　施肥量　窒素は乾土100g当たり0，50，80，

90，120，150，180呼とし，肥料は燐硝安加里gd04

を使用した。

4　供試作物　白菜，レタス

5　土壌分析　各処理区ごとにポ，トから土壌を全

部とり．よく混合してその一部を採取し分析に供した。

採取した土嬢はただちに無機態窒素を測定するととも

に，生土1に対し蒸留水5の割合に加え1時間振とう

後，懸濁液はピーカに移し，電導度を測定した。なお

NH4－廿は蒸留法，Ⅳ03－Nはフェノール硫酸法によっ

た。

5　試　験　結　果

1供試土壌の理化学的性質

供試土壌の理化学的性質は第1表に示すとおりであ

る。

＊Junzo CH工払，工8amu OucH工（宮城県園芸試験場）


